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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 209 ha

平成 18 年度　～ 平成 22 年度 平成 18 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

ｍ H17 H22

戸 H17 H22

分 H17 H22
安心・安全に暮らせる街づくりに向け、緊急車両の迅速な通行及び、避難路の確
保を図るなど、都市の防災性・安全性の向上を目指す

通行困難区間の解消する道路延長 生活道路の通行困難区間の解消
安全で円滑な道路交通体系の確立を達成すべく今後、増加が見込まれる通行車
輌の安全確保及び通行困難区間の解消を目指す

浸水被害戸数の解消 ５年確率の氾濫解析による地区内の床上床下浸水戸数
本市での水害に強いまちづくりを達成すべく、浸水被害の軽減を指標として床上
床下浸水戸数の低減を目指す

目標値

7密集市街地までの緊急車両到達時間の短縮 管轄する消防署から密集市街地までの緊急車両到達時間

旧東海道を中心に集落を形成してきた藤枝東部地区は、主要幹線道路である都市計画道路志太北幹線（国道一号藤枝バイパス）や幹線道路である都市計画道路岡部藤枝線（国道一号）が南北に縦
断し東名高速道路の焼津インターチェンジに近接していることから、その優れた交通利便性が急速な宅地化を招き、都市基盤の整備水準が低い状態のまま、工業系と住居系の土地利用が混在して
拡大の一途を辿ってきています。今後、当地区の将来を考えますと、より有効的な土地利用が必要不可欠であると考えられます。

【安全で円滑な道路交通体系の確立】
・平成２０年代前半には、第二東名自動車道の開通が予定され、広域交通とのアクセス・交通圏の拡大など交通需要への対応や効率的なネットワークの形成を図るため、総合的な交通体系の整備が求められています。そのため、関
連する市道の整備が急務となっており、安全で円滑な利用が出来るように三輪立花線・天王町仮宿線の整備を行い道路交通体系の確立を目指します。

【水害に強いまちづくり】
・土地利用の拡大と近年の気象状況の変化による集中豪雨は、当地区に深刻な浸水被害を与えており、特に仮宿・潮地区では準用河川の整備の遅れもあることから、豪雨のたびに内水による浸水被害が発生しております。また、現
在進められております第二東名ロングランプ・県道焼津森線の整備は、よりいっそう土地開発を加速させ浸水被害は更に深刻なものになると思われます。今後、治水対策として早期の河川改修が望まれております。

【都市の防災性、安全性の向上】
・依然として狭隘道路も多く老朽住宅が集積している地区もあり、一旦火災が発生した場合には広範囲での延焼が危惧され、広幅員道路や公園の設置等による緩衝帯の設置、土地の区画形質の変更等による防災面での緊急な改善
が待たれています。

現在、当地区において住工の混在化、幹線道路の慢性的な渋滞及び大雨による浸水被害といった問題があります。それらを解消し、本市の発展につながるまちづくりを進めるためには、必要な都市
基盤整備、治水対策を推進していく必要があります。

“うるおい・活力・交流”を目標に、藤枝東部地区は道路網の整備と新産業地ゾーンの形成、地区の個性を生かした住環境の向上を目指します。
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目標と指標及び目標値の関連性 従前値指　　標 定　　義

都道府県名 静岡県 藤枝市 藤枝東部地区

計画期間 交付期間 22

　うるおい　活力　交流豊かな　東部の未来まちづくり

　　　 ①安全で円滑な道路交通体系の確立　 ②水害に強いまちづくり　 ③都市の防災性、安全性の向上



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

・第二東名自動車道等への交通流動を円滑に処理する道路交通体系の確立も視野に、都市計画道路三輪立花線の整備を推進するとともに、
都市計画道路天王町仮宿線と同路線に沿う準用河川法の川の一体的な整備を推進し、広域交通と都市内交通の整流化を図り、都市の防災
性・安全性の向上に配慮した道路交通体系の確立を目指します。

・三輪立花線整備事業
・天王町仮宿線整備事業
・準用河川法の川改修事業

・道路交通体系の確立を目指すとともに、当地区を中心に既存の工業及び流通業務に加えて、先端技術産業の集積を図り、本市をさらなる発
展に導く新産業ゾーンを形成するよう位置付けています。そこで、住居系の用途の鈍化と密集市街地の改善を効果的に行うため、防災性及び
安全性の向上に配慮した快適な市街地の形成を目指します。

・水守区画整理事業
・老朽家屋改善事業



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

藤枝市 直 500ｍ H9 H20 H18 H20 2,885 870 870 870

藤枝市 直 300ｍ H13 H22 H18 H22 800 719 719 719

藤枝市 直 320ｍ H18 H18 H18 H18 11 11 11 11

河川 藤枝市 直 519ｍ H14 H22 H18 H22 420 235 235 235

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業 藤枝市水守土地区画整理組合 間 46ha H4 H23 H18 H22 14,584 1,439 1,439 1,439

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 18,700 3,274 3,274 3,274 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
藤枝市水守土地区画整理組合 間 46ha H23 H21 H22 195 195 195 195

0

0

藤枝市 直 － H22 H22 H22 H22 1 1 1 1

－ 0

－ 0

－ 0

合計 196 196 196 196 …B
合計(A+B) 3,470

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

静岡県 国土交通省 720ｍ ○ H9 H24 3,340

静岡県 国土交通省 1,400ｍ ○ H7 H24 4,348

国 国土交通省 2,100ｍ ○ H7 H24
藤枝市水守土地区画整理組合 国土交通省 46ha ○ H4 H23 14,584

合計 22,272

水守区画整理事業 水守地区ほか

道路 (都）焼津広幡線

(主）焼津森線

藤枝岡部I.C関連（仮称：ﾛﾝｸﾞﾗﾝﾌﾟ）

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

－

－

事業活用調
査

事業効果分析調査 －

－

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

老朽家屋改善事業 水守土地区画整理事業

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

水守土地区画整理事業

－

－

－

準用河川法の川

－

－

国費率

直／間
（参考）事業期間

1,388 0.4

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

規模

交付対象事業費

道路 三輪立花線

3,470 交付限度額

天王町仮宿線（藤岡）

天王町仮宿線（潮・仮宿）

事業 事業箇所名 事業主体
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